
 
           

 

６月の様子 ～校訓「行学一致」「自主･創造」「心身の錬磨」～ 
 

６日 保護者対象大学見学会 
保護者の方が実際に大学などを見学

することで，進学についての理解を深

め，家庭での支援に役立ててもらおう

と毎年実施しています。この日は午前

中に岐阜大学において普段は見られな

い研究施設を見学し，午後は名城大学

において学生さんの親近感溢れる案内

を受けることができました。  

16日～7月4日 教育実習 
本校卒業生の，野中萌さん(地理歴

史)，笠根唯さん(英語)，瀧花陽一さん

(英語)の３名が，母校での教育実習を行

いました。また，この実習期間を利用

して，３人の先輩たちに大学生活など

を語ってもらった講話会には，多くの

生徒が参加し，先輩からのメッセージﾞ

に強く勇気づけられていました。  

24日 課題研究発表会 

本校理数科の3年生が，物理・化学・

生物・地学・数学などの７班に分か

れ，研究してきた成果を発表しまし

た。会場は古川町総合会館でした。参

加者は，理数科の生徒と２・３年生の

普通科理系クラスの生徒約160人，そ

れに加えて，古川中学校から生徒や保

護者のご参加もいただきました。  

第66回 柏葉祭テーマ決定 

COLORFUL 
～一人一人が主役～ 

このテーマで，各クラスや部活動が発

表内容を考えます。このように，生徒

が主体となって，前期の最大の学校行

事を創り上げていきます。柏葉祭は9月

２日と３日の開催です。 
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学
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今回のテーマは「１８歳選挙権の是非」です。国民投票法が改正され，18歳以

上の投票となる見通しとなりました。現段階では，憲法改正に伴う国民投票であ

り，選挙権はまだ20歳以上ですが，18歳選挙権の是非が議論されることになり

ます。 

民法上の成人年齢引き下げについての議論は手つかずの状態ですが，18歳から

の社会参加，権利と責任の問題を考えると，成人年齢の問題に関連した内容も考

えてみる必要があると思います。  

このテーマについて，次の生徒6人がパネリストとなり，自分の意見を熱く交換します。 

 

 

 

 

 

 

日 時  ７月１８日(金) 開場１３：００ 

開会１３：３０～１５：３０ 
 

 会 場  本校会議室（管理棟一階）  
内 容  パネルディスカッション（6名の生徒） 
    講演 栗田 佳泰 先生（富山大学経済学部経営法学科 准教授） 

 
 

 

 

吉城高校では，「生徒が自分で考え，自分の言葉で発信する力」の育成を 

大切にしています。   
詳しくは，吉城高校までお問い合わせください。（担当職員：上嶋） 

【電話】０５７７－７３－４５５５ 

 

 

 
第２１回現代フォーラムのご案内 

１８歳に選挙権を与えるか 

賛成派 

２Ｃ 舩谷 仁  ２Ｄ 山下 晟果  ３Ｂ 中屋 恵美 

反対派  
２Ｄ 川原 一希  ３Ｃ 加藤 慎哉  ３Ｄ 本田 千晴 

今回は、富山大学の先生を講師にお招きすることになりまし

た。法学の専門の立場からのお話が聞けるチャンスです！ 

本校の伝統行事に「現代フォーラム」があります。現代社会の様々な問題からテーマを

設定し，このような公開討論会を年2回開催しています。企画から運営までを図書委員会

が行います。 


